
注目!!
注目!!ここ
に

大
き
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イ
モ
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穫
し
た
よ
！

大
き
な
イ
モ
、
収
穫
し
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よ
！

　　　　

　令和４年第３回定例会が９月６日に行われ、条例の制定や

各会計補正予算、人事案件など、提案された案件を審議し、

全て原案通り可決しました。

　また、７人の議員が一般質問を行い、さまざまな観点から

町政に問いかけました。
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　 補 正 予 算

◇江差町公共交通事業者緊急経済対策支援事業

 300万円（全額国庫支出金）

　コロナ禍において厳しい経営状況となっている

町内公共交通事業者に対し、地域公共交通の維持

確保の一助として、保有台数に応じた支援金を支

給するもの。

◇認定こども園感染対策物品補助事業

 62万7千円（全額国庫支出金）

　昼食時の密を回避するための園児用テーブル、

イスを整備するため、認定こども園江差幼稚園に

補助するもの。

◇役場庁舎空調機用塩害除去フィルター等交換

 62万7千円（全額一般財源）

◇町有大型車両車庫オーバースライダー改修工事

 181万5千円（全額一般財源）

◇北の江の島構想推進

 （その他特定財源等から道支出金へ財源更正）

◇相続財産管理人選任申立て

 50万6千円（全額一般財源）

　相続人がおらず、葬祭や財産管理を行う親族も

いない町民の、未払い医療費等及び不動産の処分

をするため、民法に規定する申立てを行うもの。

◇ 令和３年度各種補助金等精算に係る国・道への

返還（１３事業）

 1,931万4千円（全額一般財源）

◇国民健康保険費特別会計繰出金（マイナンバー

カードの健康保険証利用申込み支援事業分）

 14万3千円（全額一般財源）

◇後期高齢者医療特別会計繰出金（マイナンバー

カードの健康保険証利用申込み支援事業分）

 5万2千円（全額一般財源）

◇感染予防対策物品購入事業

 364万2千円（全額国庫支出金）

　高齢者施設等での感染拡大時に備え、抗原検査

キットやフェイスシールドなどの感染防止物品を

整備するもの。

◇事業活動継続緊急支援金給付事業

 850万円（全額国庫支出金）

　北海道が実施する「道内事業者等事業継続緊急

支援金支援事業」の支給決定を受けた町内法人又

は個人を対象に、事業活動の継続と経営の安定化

を図ることを目的とする支援金を支給するもの。

◇権利擁護事業費

 （一般財源から道支出金へ財源更正）

◇障害者自立支援給付審査支払等システム改修事業

 46万2千円（国庫支出金・一般財源）

◇母子保健事業（幼児視力検査機器導入）

 137万5千円（全額一般財源）

　町が実施する3歳半健診の際に、弱視や遠視の

危険因子を検知できる機器を導入し、早期発見、

治療へ繋げるためのもの。

◇檜山地域人材開発センター宿泊棟雨漏り修繕

 60万円（全額一般財源）

◇スマート農業推進事業

 85万円（全額一般財源）

　農業用ドローンの導入により、防除する際の大

幅な作業時間の短縮と労力の軽減につながること

から、操作方法等の受講費用について２分の１以

内を助成するもの。

◇東山２号林道排水施設維持管理

 54万4千円（全額その他特定財源）

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金事業や町道除雪対策など補正可決時交付金事業や町道除雪対策など補正可決

専決処分の承認

◇海岸漂着物緊急対策事業   280万5千円（全額一般財源）

　サケ定置網漁が始まる前に、低気圧による風雨の影響で海岸線全域に漂着した大量の流木を陸側へ移動す

る等、再流出防止策を早期に講ずるもの。

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業

一　般　事　業
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補 正 予 算

そ の 他

人 事

一　般　事　業（続き）

◇地場産材利活用推進事業

 168万3千円（全額その他特定財源）

　田沢地区の桐の伐採、製材を通じて木工材等へ

の発揚を図るためのもの。

◇藻場造成試験事業

 22万円（全額一般財源）

　ひやま漁業協同組合への補助を通じ、藻場衰退

要因を検証するための単管礁をかもめ島五郎平浜

前に設置するもの。

◇かもめ島樹木伐採・剪定委託業務

 95万1千円（全額一般財源）

◇町道除雪対策

 4,889万8千円（全額一般財源）

◎健全化判断比率等の報告

・実質公債費率　１４．２％

　前年度に比べ1.4ポイント改善しており、早期健全化基準である25.0％を下回っている。

・将来負担比率　５６．２％

　前年度に比べ2.6ポイント改善しており、早期健全化基準である350.0％を下回っている。

◎決算認定

　令和3年度一般会計歳入歳出決算ほか８会計については、閉会後に開催される「各会計決算審査特別委員会」

に付託。

◎財産の減額貸付について

　旧江差町営レストラン施設の利活用を図るため、普通財産を減額して貸し付ける目的、条件、適用期間な

どを定めたもの。

◇行政組合分担金（消防指令者購入）

 857万7千円（地方債・一般財源）

◇行政組合分担金（サイレン吹鳴制御装置親局更新）

 242万円（全額一般財源）

◇行政組合分担金（防火水槽補修工事）

 107万7千円（全額一般財源）

◇学習支援用スキー用具整備

 183万4千円（その他特定財源・一般財源）

◇運動公園野球場１・３塁連絡通路屋根改修工事

 506万円（全額一般財源）

◇生涯スポーツ推進（スポーツ少年団活動補助）

 100万円（全額その他特定財源）

◇文化会館電話装置取替工事

 146万6千円（全額一般財源）

◇人権擁護委員候補者の推薦

　　　　　　　　　　（再任）

　加
か

賀
が

　晋
すすむ

　氏

　（新栄町・63歳）

◇教育委員会委員の任命（再任）

　小
お

笠
がさ

原
わら

　敏
とし

文
ふみ

　氏

　（本町・49歳）

◇監査委員の任命（再任）

　近
こん

藤
どう

　偉
い

喜
き

　氏

　（緑丘・74歳）

◇副町長の任命（再任）

　田
た

畑
ばた

　明
あきら

 氏

　（南が丘・63歳）

◇教育委員会教育長の任命

　　　　　　　　　（新任）

　出
で

﨑
さき

　雄
ゆう

司
じ

 氏

　（上野町・56歳）
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議員にとって「一般質問」は、

議場という公の場で、町長や教

育長に対して町政運営の考え方

や将来に対する方針を質すこと

ができる唯一の場です。

◆質問は要約されています◆

　議会だよりのスペースの都合上、質

問・答弁は要約したものを載せています。

◆表示の説明◆

　文中の再、再再はそれぞれ再質問、

再再質問を表します。

一

般

質

問

一

般

質

問

七七
議
員
が
町
政
を
問
う

議
員
が
町
政
を
問
う

　次のとおり、町長が行政報告しました。

１　新型コロナウイルスワクチン接種について

　　４回目の集団接種を７月３０日から開始した。
　　９月４日現在の当町の全体接種率は、１回目が

８８.３％、２回目が８８.１％、３回目が８０.５％、
４回目が２２.５％となっている。

２　災害時における協力協定の締結について

　　ヤフー株式会社と「災害に係る情報発信等に関する
協定」を締結。

　　災害発生時の自治体対応を情報発信面から支援いた
だくもので、町公式ホームページへのアクセス集中負
荷軽減のため、ヤフーサーバー上に保存ざれる「キャ
ッシュサイト」を表示することや、「ヤフージャパン
アプリ」及び「ヤフー防災速報アプリ」で町独自の防
災・災害情報を配信することが可能になる。

　　現在、運用に向けて準備中である。
３　江差町とヤマト運輸株式会社との包括連携協定に関

する協定書の締結について

　　両者がそれぞれの資源を有効に活用し、安全・安心
な地域づくりをはじめ、災害対策、環境維持・保全、
地域福祉事業などにおいて、協働して取り組むことを
目的としている。

４　寄付採納について

◇合同会社　ユーラスエナジーホイルディングス

　　　　　　　　　　　職務執行者　高瀬　達秀　様

　　現金１６０万円

◇株式会社　北辰運輸　代表取締役　矢原　幸康　様

　　現金１００万円

◎行政報告の前に、町政３期目４年間の所信表明も行わ

れました。

（要旨）

１． ３つの重点プロジェクトを複合させたまちづくりの
推進

２．子育て・教育環境の充実
３．「不幸ゼロのまち」のさらなる推進
４．次代を創る産業の確立
５．地域資源である「風」を活かすゼロカーボンシティ
６．住民への情報伝達

第 3 回 定 例 会  第 3 回 定 例 会  行 政 報 告
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発
熱
外
来
は
、
江
差
町

は
道
立
江
差
病
院
１
か
所

で
、
休
日
の
発
熱
外
来
診

療
に
つ
い
て
道
に
要
請
し

て
い
る
が
、
救
急
医
療
も

あ
り
、
な
か
な
か
難
し
い
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の

向
上
対
策
は
あ
る
か
。

　

ま
た
、
発
熱
外
来
は
、

土
日
は
繋
が
り
に
く
く
、

感
染
者
、
濃
厚
接
触
者
、

家
族
が
不
安
に
な
る
。

　

町
が
相
談
の
窓
口
に

な
っ
た
り
、
一
定
程
度
の

情
報
が
不
安
解
消
の
た
め

に
必
要
。
健
康
推
進
課
が

中
心
に
な
っ
て
、
町
民
の

方
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
体

制
が
必
要
だ
と
思
う
が
如

何
か
。

ワ
ク
チ

ン
は
、
現
在
も
土
曜
日
の

接
種
を
設
け
て
い
て
、
働

く
世
代
が
受
け
や
す
い
体

制
を
作
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
町
内
の
医
療
機

関
の
協
力
を
得
な
が
ら
継

続
し
た
い
。

　

不
安
解
消
に
つ
い
て
、

健
康
推
進
課
に
か
か
っ
て

き
た
電
話
に
対
し
て
は
、

一
定
程
度
の
相
談
を
受
け

て
対
応
し
て
い
る
。

　

抗
原
検
査
キ
ッ
ト
は
、

一
定
程
度
、
町
が
保
有
し
、

相
談
体
制
を
図
る
べ
き
と

考
え
る
が
如
何
か
。

　

発
熱
外
来
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
所
は
、
２
、
３
日
繋
が

ら
な
い
と
い
う
状
況
も
散

見
さ
れ
る
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

所
を
さ
ら
に
拡
大
し
、
感

染
不
安
の
解
消
に
努
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
如
何
か
。

抗
原
検
査
キ
ッ
ト

を
町
が
保
有
し
町
民
へ
配

布
す
る
場
合
、
薬
剤
師
の

配
置
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、

難
し
い
と
判
断
し
て
い
る
。

　

検
査
所
の
拡
大
に
つ
い

て
、
道
は
、
感
染
不
安
を

感
じ
る
無
症
状
者
の
方
を

対
象
と
し
て
、
感
染
拡
大

傾
向
の
一
般
検
査
を
無
料

で
実
施
し
て
お
り
、
道
の

感
染
状
況
に
応
じ
て
、
実

施
期
間
が
９
月
30
日
ま
で

延
長
に
な
っ
た
。

　

江
差
町
内
で
は
３
か
所

が
予
約
制
で
行
っ
て
お

り
、
以
前
よ
り
は
解
消
さ

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る

が
、
道
の
検
査
体
制
の
充

実
、
実
施
期
間
の
更
な
る

延
長
等
を
要
請
し
、
町
民

の
不
安
解
消
に
努
め
る
。

新
型
コ
ロ
ナ 
不
安
解
消
を

答　

道
に
要
請
し
解
消
に
努
め
る

　

北
海
道
は
、
日
本
・
千

島
海
溝
地
震
の
被
害
想
定

を
公
表
し
た
。
江
差
町
の

被
害
想
定
や
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

北
の
江
の
島
構
想
に
あ
る

子
ど
も
向
け
室
内
遊
戯
施

設
は
、
災
害
を
想
定
し
た

場
合
、
あ
の
場
所
に
施
設

を
作
る
こ
と
は
、
相
当
危

険
を
伴
う
も
の
だ
と
考
え

る
。
再
考
す
べ
き
と
考
え

る
が
如
何
か
。

道
の
公
表
し
た
資

料
に
江
差
町
の
被
害
想
定

の
記
述
が
無
い
の
で
、
今

　

３
月
議
会
に
お
い
て
、

実
施
計
画
を
含
め
た
委
託

費
２
，
０
９
３
万
３
千
円

計
上
し
て
い
る
。

　

速
や
か
な
建
設
に
向
け

た
予
算
執
行
を
願
う
も
の

で
あ
る
が
、
町
長
の
決
意

を
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
中
高
生
に
よ
る

ア
ン
ケ
ー
ト
や
意
見
交
換

の
結
果
が
ど
の
よ
う
に
建

設
計
画
に
反
映
さ
れ
る
の

か
。

後
の
対
応
も
今
の
と
こ
ろ

想
定
し
て
い
な
い
。

　

施
設
は
、
津
波
災
害
避

難
マ
ッ
プ
で
は
、
建
設
予

定
地
の
津
波
水
位
が
３
～

５
メ
ー
ト
ル
と
想
定
さ
れ

て
お
り
、
津
波
災
害
が
起

こ
り
得
る
こ
と
を
念
頭
に
、

設
計
段
階
で
専
門
家
の
意

見
も
聞
き
な
が
ら
対
策
を

講
じ
整
備
に
努
め
た
い
。

遊
戯
施
設
は
、
幼
児

や
小
学
校
低
学
年
を
対
象

に
し
た
施
設
で
、
危
険
を

承
知
で
あ
の
場
所
に
建
て

る
こ
と
自
体
が
適
切
を
欠

中
高
生
対
象
の
ア

ン
ケ
ー
ト
は
、
江
差
中
学

校
及
び
江
差
高
校
に
依
頼

し
、
既
に
集
計
、
分
析
も

終
了
し
て
い
る
。

　

今
後
、
江
差
高
校
の
協

力
に
よ
り
、
生
徒
と
の
意

見
交
換
の
場
を
設
け
る
こ

と
で
調
整
を
進
め
て
い
る
。

　

若
い
世
代
が
考
え
る
様

様
な
思
い
に
触
れ
、
必
要

な
機
能
や
規
模
な
ど
に
つ

い
て
早
急
に
整
理
す
る
。

基
本
計
画
及
び
基
本
設
計

の
策
定
及
び
実
施
設
計
業

務
を
進
め
な
が
ら
、
令
和

５
年
度
中
の
建
設
着
手
を

目
指
す
。

く
と
思
う
が
如
何
か
。

ハ
ー
ド
面
で
留
意
す
べ
き

整
備
方
法
、
ソ
フ
ト
面

で
も
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

し
っ
か
り
詰
め
な
が
ら
進

め
て
参
り
た
い
。

町
長
も
所
信
表
明

で
述
べ
て
い
る
。
責
任
あ

る
答
弁
を
。

ど
う
安
全
に
施
設

を
考
え
て
い
く
の
か
、
町

の
活
性
化
を
考
え
て
い
く

の
か
、
ど
う
両
立
し
て
い

く
の
か
を
考
え
た
上
で
構

想
を
練
り
上
げ
て
い
る
。

室
内
遊
戯
施
設
設
置
場
所
の
再
考
を

旧
江
光
ビ
ル
跡
地 
速
や
か
に
建
設
を

答　

対
策
を
講
じ
整
備
に
努
め
た
い

答　

令
和
５
年
度
着
手
を
目
指
す

町
長

再

飯田　隆一飯田　隆一 議員（無会派） 議員（無会派）９月定例会　一般質問

健
康
推
進
課
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

町
長

町
長

再

再
再

町
長

旧江光ビル跡地
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９月定例会　一般質問 塚本　　眞塚本　　眞 議員（無会派） 議員（無会派）

６
月
末
の
大
雨
を
踏
ま
え
た
今
後
の
対
応
は

マ
グ
ロ
漁
獲
枠
拡
大
を

答　

課
題
や
反
省
点
を
集
約

答　

行
政
と
し
て
行
動
を
検
討

北
海
道
な
ど
の
関
係
機
関

と
そ
の
対
応
協
議
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

２
０
１
５
年
か
ら
マ
グ

ロ
は
国
際
管
理
下
の
も
と

で
日
本
の
漁
獲
枠
が
設
定

さ
れ
、
漁
業
法
等
に
基
づ

き
各
都
道
府
県
に
、
さ
ら

に
道
が
道
内
各
地
区
に
漁

獲
枠
を
配
分
す
る
と
い
っ

た
重
層
的
な
仕
組
み
と

な
っ
て
い
る
。

　

新
た
な
主
力
魚
種
と
す

る
に
は
、
一
定
の
枠
の
確

保
が
必
要
で
あ
り
、
行
政

と
し
て
執
れ
る
行
動
の
中

身
を
検
討
し
て
参
り
た
い
。

職
員
か
ら
集
約
を
し
て
お

り
、
今
後
、
そ
れ
ら
を
検

証
し
な
が
ら
課
題
解
決
に

努
め
た
い
と
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

ま
た
、
江
差
町
地
域
防

災
計
画
の
見
直
し
を
進
め

て
い
る
中
で
、
取
り
ま
と

め
た
課
題
に
対
す
る
対
応

を
し
っ
か
り
と
進
め
、
見

直
し
後
の
計
画
に
書
き
込

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

努
め
る
。

イ
カ
漁
を
主
と
す

る
漁
業
者
に
あ
っ
て
は
、

苦
し
い
経
営
環
境
に
あ
る

も
の
と
推
察
し
て
い
る
。

　

マ
グ
ロ
に
よ
る
漁
業
被

害
は
、
集
魚
灯
に
引
き
寄

せ
ら
れ
た
マ
グ
ロ
に
よ
り

イ
カ
が
散
る
よ
う
に
逃
げ

て
し
ま
う
、
マ
グ
ロ
に
釣

り
針
が
壊
さ
れ
た
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

ひ
や
ま
漁
協
で
は
本
年

度
よ
り
、
被
害
の
実
態
を

把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

各
イ
カ
釣
り
漁
業
者
に
被

害
状
況
を
記
録
す
る
日
誌

を
携
行
さ
せ
、
こ
れ
ら
の

取
り
ま
と
め
を
も
っ
て
、

　

こ
れ
ま
で
経
験
の
無
い

降
水
量
等
（
６
月
末
）
に

よ
り
、
厚
沢
部
川
水
位
が

氾
濫
危
険
水
位
に
達
し
た

こ
と
か
ら
、
流
域
の
皆
さ

ん
に
避
難
指
示
が
出
さ
れ
、

農
作
物
へ
の
冠
水
等
の
被

害
は
一
部
で
あ
っ
た
が
、

人
的
被
害
は
幸
い
に
も
無

か
っ
た
。

　

避
難
指
示
の
翌
日
早
朝

に
は
解
除
と
な
っ
た
が
、

対
策
本
部
設
置
の
遅
れ
や

避
難
場
所
の
変
更
、
避
難

場
所
の
対
応
、
避
難
者
数

な
ど
に
多
く
の
課
題
が
見

え
て
来
た
と
思
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
経
験
を
踏
ま
え

て
今
後
に
向
け
、
津
波
だ

け
で
な
く
、
大
雨
に
よ
る

水
害
予
防
対
策
も
し
っ
か

り
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
町
の
対
応

を
伺
い
た
い
。

大
雨
や
河
川
の
状

況
、
町
の
対
応
な
ど
に
つ

い
て
は
、
様
々
な
課
題
が

浮
き
彫
り
と
な
り
、
反
省

点
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

　

町
と
し
て
、
ど
の
よ
う

な
課
題
や
反
省
点
が
あ
っ

た
か
な
ど
を
、
対
策
本
部

は
も
と
よ
り
、
従
事
し
た

　

ス
ル
メ
イ
カ
漁
獲
量
が

極
端
に
少
な
く
な
っ
て
、

非
常
に
危
惧
を
し
て
い
る
。

　

原
因
は
、
資
源
の
減
少

や
海
水
温
の
変
化
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
と
思
わ
れ
る

が
、
漁
場
で
マ
グ
ロ
の
大

群
が
い
て
、
漁
の
妨
げ
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

も
伺
っ
て
い
る
。

　

逆
に
こ
れ
ら
の
マ
グ
ロ

の
対
策
と
し
て
、
檜
山
エ

リ
ア
の
マ
グ
ロ
漁
の
枠
の

拡
大
に
向
け
て
、
行
政
も

一
丸
に
な
っ
て
マ
グ
ロ
に

よ
る
漁
業
者
の
所
得
補
完

で
き
る
よ
う
な
対
策
が
で

き
な
い
か
。

　

年
々
、
ヒ
グ
マ
の
出
没

が
増
え
て
、
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　

檻
に
よ
る
捕
獲
が
成
果

を
上
げ
て
い
る
の
は
認
識

し
て
い
る
が
、
町
民
や
農

業
者
の
不
安
の
解
消
に
は
、

至
っ
て
い
な
い
。

　

ヒ
グ
マ
の
行
動
実
態
を

把
握
す
る
た
め
、
過
去
に

出
没
し
た
箇
所
等
に
無
人

カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
、
ヒ

グ
マ
の
駆
除
や
被
害
防
止

対
策
に
有
効
活
用
し
て
は

ど
う
か
。江

差
町
に
お
い
て

も
、
ヒ
グ
マ
の
目
撃
や
痕

跡
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、
町
内
会
を
通
じ
て
注

意
喚
起
の
チ
ラ
シ
を
配
布

や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
町

民
に
情
報
提
供
す
る
な
ど
、

被
害
の
未
然
防
止
に
努
め

て
い
る
。

　

カ
メ
ラ
設
置
は
、
町
の

有
害
鳥
獣
実
施
隊
員
な
ど

と
議
論
し
て
み
た
い
。
設

置
場
所
に
よ
っ
て
は
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
な
ど
の
問
題
も

生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
慎
重
に
検
討
を

重
ね
た
い
。

ヒ
グ
マ
の
実
態
把
握
に
無
人
カ
メ
ラ
を

答　

慎
重
に
検
討
を
重
ね
た
い

町
長

町
長

町
長

道
立
江
差
高
校
体
育
館
に

設
置
さ
れ
た
避
難
所
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９月定例会　一般質問 大門　和幸大門　和幸 議員（無会派） 議員（無会派）

か
も
め
島
に
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
設
置
を

答　

費
用
対
効
果
も
含
め
検
討

の
ス
テ
ー
ジ
前
か
ら
島
上

ト
イ
レ
ま
で
の
広
場
一
帯

を
カ
バ
ー
で
き
る
環
境
を

整
備
す
る
と
し
た
場
合
、

ス
テ
ー
ジ
に
高
性
能
な

ル
ー
タ
ー
を
２
基
ほ
ど
整

備
す
る
必
要
が
あ
り
、
初

期
整
備
費
用
と
し
て
は
概

算
で
70
万
円
程
度
、
年
間

の
利
用
料
金
で
15
万
円
程

度
の
費
用
が
発
生
す
る
見

込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

か
も
め
島
の
更
な
る
魅

力
向
上
に
向
け
、
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
も
効
果
的
な
施
策
の
一

つ
と
認
識
し
て
い
る
。
費

用
対
効
果
も
含
め
、
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

の
ア
ク
セ
ス
パ
ス
ワ
ー
ド

を
お
知
ら
せ
し
、
使
用
い

た
だ
け
る
が
、
Ｗ
ｉ

－

Ｆ

ｉ
を
受
信
で
き
る
範
囲
は

限
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
手

ぶ
ら
で
キ
ャ
ン
プ
利
用
者

か
ら
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
利
用
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
い

た
だ
い
て
い
な
い
。

　

島
上
に
お
け
る
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
は
、
基
本
的
に

こ
の
マ
リ
ン
ピ
ン
グ
テ
ン

ト
を
利
用
さ
れ
る
方
の
み

と
な
っ
て
お
り
、
一
般
の

方
々
が
フ
リ
ー
で
散
策
や

キ
ャ
ン
プ
を
さ
れ
る
場
合

に
は
、
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
を
ご

利
用
い
た
だ
け
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
一

般
の
島
上
利
用
客
に
も
Ｗ

ｉ

－

Ｆ
ｉ
を
利
用
い
た
だ

く
方
法
と
し
て
は
、
島
上

に
別
途
複
数
の
ル
ー
タ
ー

を
整
備
す
る
な
ど
の
方
法

が
考
え
ら
れ
る
が
、
環
境

整
備
に
係
る
初
期
投
資
や

毎
月
の
利
用
料
金
な
ど
の

費
用
が
発
生
す
る
こ
と
と

な
る
。

　

仮
に
、
か
め
も
島
島
上

　

最
近
、
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環

境
の
整
っ
て
い
る
キ
ャ
ン

プ
場
が
増
え
て
き
て
い
る
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
が

進
む
中
で
、
ネ
ッ
ト
環
境

が
あ
れ
ば
キ
ャ
ン
プ
場
で

仕
事
を
す
る
こ
と
も
で
き

る
。

　

ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
場
で

時
間
を
気
に
せ
ず
、
自
然

の
中
で
、の
ん
び
り
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
や
映
画
鑑
賞
が

出
来
る
な
ど
新
し
い
キ
ャ

ン
プ
ス
タ
イ
ル
が
楽
し
め

る
よ
う
に
な
る
と
思
う
が
、

今
後
、
か
も
め
島
キ
ャ
ン

プ
場
に
Ｗ
ｉ

－
Ｆ
ｉ
設
置

な
ど
検
討
さ
れ
て
い
る
の

か
伺
い
た
い
。

ま
ず
、
現
時
点
に

お
け
る
か
も
め
島
の
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
だ
が
、
昨
年

度
、
島
上
に
整
備
し
た
マ

リ
ン
ピ
ン
グ
の
テ
ン
ト
施

設
に
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
を

完
備
し
、
ア
ク
セ
ス
パ
ス

ワ
ー
ド
を
入
力
す
る
こ
と

で
使
用
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
手
ぶ
ら
で
キ
ャ

ン
プ
の
利
用
者
に
つ
い
て

も
、
希
望
が
あ
れ
ば
、
そ

町
長

かもめ島上キャンプ場広場
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集
落
を
単
位
と
す
る
も
の

で
は
な
く
、
児
童
生
徒
数

が
減
少
し
て
い
る
状
況
を

十
分
踏
ま
え
て
検
討
す
べ

き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
、
公
園
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
、
４
月
か

ら
10
月
ま
で
、
財
政
課
及

び
社
会
教
育
課
で
公
園
管

理
人
を
配
置
し
、
清
掃
、

草
刈
、
施
設
の
状
況
確
認

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
九
艘
川
公
園
は
、

建
設
水
道
課
で
地
域
住
民

を
交
え
た
公
園
の
魅
力
づ

く
り
の
取
組
を
複
数
年
間

に
渡
っ
て
行
っ
て
い
る
。

　

江
差
町
の
現
状
を
見
る

と
、
更
な
る
人
口
減
少
と

少
子
高
齢
化
が
見
込
ま
れ

て
お
り
、
複
雑
多
様
化
す

る
行
政
要
望
へ
の
対
応
や

行
政
運
営
の
効
率
化
を
図

る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
な

も
の
と
認
識
し
て
お
り
、

公
園
緑
地
を
専
門
と
す
る

部
署
の
創
設
に
つ
い
て
は
、

考
え
て
い
な
い
が
、
引
き

続
き
、
関
係
部
署
や
団
体

等
と
の
連
携
の
も
と
、
公

園
等
の
維
持
管
理
に
努
め

て
参
り
た
い
。

出﨑　太郎出﨑　太郎 議員（無会派） 議員（無会派）

維
持
管
理
す
る
旨
の
説
明

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

同
様
に
町
の
総
合
計
画
に

お
け
る
成
果
指
標
と
し
て

も
、
既
存
の
公
園
を
維
持

す
る
こ
と
を
目
標
値
と
し

て
い
る
。

　

一
方
で
、
少
子
高
齢
化

と
人
口
減
少
に
対
応
し
た

公
共
施
設
の
適
正
な
配
置

を
図
る
こ
と
は
、
今
後
検

討
す
べ
き
大
き
な
課
題
と

捉
え
て
い
る
。

　

こ
の
様
な
状
況
に
お
い

て
、
空
き
家
解
体
後
の
用

地
を
取
得
し
、
新
た
な
児

童
公
園
を
整
備
す
る
と
い

う
考
え
は
、
現
状
で
は
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
、
北
部
地
域
で
、

子
ど
も
が
遊
ぶ
た
め
の
一

定
程
度
の
広
さ
と
遊
具
が

あ
る
場
所
と
し
て
は
、
江

差
北
小
学
校
前
と
な
る
。

　

従
来
、
朝
日
、
柳
崎
両

児
童
館
前
広
場
や
越
前
神

社
前
広
場
な
ど
に
遊
具
を

配
置
し
て
い
た
が
、
遊
具

の
老
朽
化
に
よ
り
撤
去
し

た
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

北
部
地
区
の
子
ど
も
た

ち
が
遊
ぶ
土
地
の
確
保
は
、

関
係
各
課
の
情
報
連
携
を

密
に
し
な
が
ら
対
処
を
考

え
て
い
る
。

　

児
童
公
園
の
用
地
に
つ

い
て
は
、
現
状
に
お
い
て

も
町
が
管
理
す
る
空
き
地

と
い
う
の
は
、
相
当
数
あ

る
。

　

子
供
た
ち
が
ど
ん
ど
ん

減
っ
て
い
く
現
状
に
お
い

て
、
如
何
に
公
園
、
既
存

の
物
を
適
正
に
管
理
し
て

い
け
る
か
と
い
う
こ
と
を

考
え
る
と
、
な
か
な
か
、

増
や
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
て
い

る
。

　

先
ご
ろ
公
表
さ
れ
た
公

共
施
設
等
長
寿
命
化
計
画

の
中
で
、
公
園
遊
具
施
設

の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
。

　

対
象
７
か
所
の
公
園
は

総
じ
て
老
朽
化
が
進
み
、

撤
去
検
討
対
象
施
設
も
少

な
く
な
い
。

　

空
き
家
解
体
後
の
空
き

地
等
を
取
得
し
、
住
民
の

身
近
な
位
置
に
児
童
公
園

を
追
加
配
置
整
備
す
る
考

え
は
な
い
か
。

　

第
６
次
総
合
計
画
で
は

北
部
地
区
に
安
全
に
子
ど

も
た
ち
が
遊
べ
る
土
地
の

確
保
を
検
討
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
集
落
ご

と
に
確
保
を
検
討
す
る
と

考
え
て
よ
い
か
。

　

多
く
の
都
市
に
は
公
園

緑
地
課
が
あ
る
。
維
持
管

理
体
制
確
立
の
た
め
に
、

せ
め
て
公
園
緑
地
の
係
を

置
い
て
対
応
す
べ
き
で
は

な
い
か
。江

差
町
公
共
施
設

等
長
寿
命
化
計
画
公
園
遊

具
施
設
編
で
は
、
老
朽
化

が
進
む
公
園
に
つ
い
て
、

予
算
の
平
準
化
を
通
じ
て

係
に
つ
い
て
は
、
兼

務
で
も
構
わ
な
い
と
思
う
。

例
え
ば
、
都
市
計
画
係
で

公
園
緑
地
も
兼
務
な
ど
。

　

公
園
緑
地
は
、
最
近
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
幹
的
な

施
設
に
な
っ
て
き
て
い
る

の
で
、
公
園
整
備
は
、
身

近
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
し
て
、
必
要
で

は
な
い
か
と
思
う
。

　

今
、
住
民
が
身
近
で
利

用
で
き
る
児
童
公
園
は
、

茂
尻
児
童
公
園
１
か
所
し

か
な
い
。

　

都
市
緑
地
の
九
艘
川
公

園
を
、
今
後
の
整
備
に

よ
っ
て
は
、
児
童
公
園
的

な
開
発
は
で
き
る
か
と
思

う
が
、
い
か
に
も
少
な
い
。

　

長
期
的
展
望
に
立
っ
て
、

そ
う
い
う
用
地
が
発
生
し

た
時
に
チ
ャ
ン
ス
を
逃
が

さ
な
い
よ
う
な
配
慮
が
必

要
か
と
思
う
が
如
何
か
。

現
状
に
お
い

て
も
、
何
か
あ
る
ご
と
に

情
報
共
有
を
図
り
つ
つ
協

議
を
行
い
、
対
処
し
て
い

る
。

　

兼
務
発
令
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
従
来
ど
お
り
、

児
童
公
園
の
追
加
配
置
を

答　

現
状
に
お
い
て
難
し
い

町
長

９月定例会　一般質問

再財
政
課
長

茂尻児童公園
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９月定例会　一般質問 西海谷　望西海谷　望  議員（無会派）議員（無会派）

を
見
せ
て
い
る
。

　

近

年
、

マ

リ

ン

レ

ジ
ャ
ー
の
迷
惑
行
為
や
事

故
な
ど
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
北
海
道
で
も
事
故
等

を
未
然
に
防
ぐ
目
的
と
し

て
、
条
例
が
施
行
さ
れ
て

い
る
。

　

町
で
は
毎
年
、
道
に
海

水
浴
場
開
設
の
届
け
出
を

行
い
、
指
導
要
綱
に
基
づ

き
運
営
を
行
っ
て
き
た
が
、

要
綱
に
も
、
遊
泳
区
域
内

に
は
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
や

水
上
オ
ー
ト
バ
イ
等
を
乗

り
入
れ
な
い
こ
と
と
規
定

さ
れ
て
お
り
、
看
板
表
示

や
監
視
員
に
よ
る
啓
発
等

を
通
じ
、
利
用
者
が
安
全

で
安
心
し
て
楽
し
め
る
環

　

か
も
め
島
前
浜
、
え
び

す
浜
は
、
夏
に
な
る
と
、

海
水
浴
を
は
じ
め
、
多

く
の
方
々
が
マ
リ
ン
レ

ジ
ャ
ー
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
、
海
水
浴
場
と

同
一
海
水
面
で
ジ
ェ
ッ
ト

ス
キ
ー
や
Ｓ
Ｕ
Ｐ
等
が
行

わ
れ
て
い
る
状
況
で
、
遊

泳
者
の
方
々
も
危
険
と
感

じ
る
こ
と
が
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。

　

利
用
者
相
互
が
安
全
で

安
心
し
て
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
、
事
故
防
止

の
た
め
の
規
制
、
ま
た
は

ル
ー
ル
作
り
が
必
要
と
思

う
が
如
何
か
。

　

道
の
駅
繁
次
郎
の
駐
車

場
で
は
、
時
期
に
な
る

と
、
海
岸
で
キ
ャ
ン
プ
や

ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
等
を
す

る
方
々
の
駐
車
場
と
な
り
、

道
の
駅
利
用
者
に
大
変
不

便
を
か
け
て
い
る
。

　

解
決
に
向
け
た
対
策
が

必
要
と
思
う
が
如
何
か
。

か
も
め
島
周
辺
で

は
、
北
海
道
江
差
観
光
み

ら
い
機
構
が
事
業
を
実
施

し
、
町
が
開
設
す
る
海
水

浴
場
な
ど
も
併
せ
、
マ
リ

ン
レ
ジ
ャ
ー
等
で
賑
わ
い

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
の
ル
ー
ル
作
り
を

答　

利
用
者
の
安
全
安
心
に
努
め
る

境
づ
く
り
に
一
層
努
め
る
。

　

道
の
駅
駐
車
場
は
、
道

路
利
用
者
が
24
時
間
い
つ

で
も
利
用
で
き
る
駐
車
場

休
憩
施
設
と
い
う
位
置
づ

け
に
な
っ
て
い
る
。

　

キ
ャ
ン
プ
や
ジ
ェ
ッ
ト

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

目
標
２
億
円
、
令
和
４
年

度
は
１
・
５
億
円
を
目
指

す
と
し
て
い
る
。

　

目
標
達
成
の
た
め
の
取

り
組
み
の
現
状
と
今
後
の

見
通
し
を
伺
い
た
い
。

８
月
31
日
ま
で
の

寄
附
額
は
、
対
前
年
比
で

２
・
４
倍
と
な
っ
て
い
る
。

　

前
年
度
の
寄
附
総
額
が

７
，
５
５
９
万
８
千
円
な

の
で
、
単
純
に
推
計
し
た

場
合
、
今
年
度
寄
附
額
は

１
億
５
千
万
円
以
上
と
な

る
。

　

し
か
し
、
ご
寄
附
い
た

だ
く
皆
様
は
11
月
か
ら
12

月
に
集
中
し
、
昨
年
度
は

寄
附
額
全
体
の
51
％
が
こ

の
２
か
月
間
だ
っ
た
の
で
、

当
該
期
間
で
ど
れ
だ
け
の

ス
キ
ー
等
を
す
る
方
々
を

特
定
し
て
の
駐
車
制
限
は

難
し
い
が
、
道
路
敷
地
に

長
時
間
駐
車
し
て
い
る

ケ
ー
ス
な
ど
は
、
江
差
警

察
署
と
連
携
の
も
と
、
対

応
を
協
議
し
て
い
る
。

皆
様
に
ご
寄
附
い
た
だ
け

る
か
が
カ
ギ
と
な
る
。

　

目
標
達
成
の
た
め
の
取

り
組
み
と
し
て
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
返
礼
品
を
取
り

扱
う
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

増
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
興

味
の
あ
る
方
々
が
目
に
す

る
媒
体
に
絞
り
込
み
な
が

ら
広
告
の
掲
出
、
業
務
を

や
り
き
る
た
め
の
人
材
の

確
保
で
、
４
月
か
ら
会
計

年
度
職
員
を
２
名
体
制
と

し
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附

額
を
高
め
る
目
的
は
、
町

の
歳
入
増
だ
け
で
は
な
く
、

江
差
で
事
業
さ
れ
て
い
る

方
々
の
所
得
向
上
も
そ
の

一
つ
で
あ
る
。

　

１
人
で
も
多
く
の
事
業

者
が
ふ
る
さ
と
納
税
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

返
礼
品
事
業
者
と
し
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
生
き
が
い
づ

く
り
と
所
得
の
向
上
に
つ

な
げ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

新
規
事
業
者
募
集
も
併
せ

て
力
を
入
れ
た
い
。

私
は
、
返
礼
品
の
拡

充
支
援
が
一
番
肝
な
の
か

な
と
思
っ
て
い
る
。

　

加
工
品
と
し
て
出
品
し

た
く
て
も
、
地
元
で
加
工

で
き
る
業
者
が
少
な
い
、

小
規
模
で
設
備
が
十
分
で

な
い
、
と
い
う
問
題
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

　

地
元
で
し
っ
か
り
と
二

次
加
工
で
き
る
体
制
を
作

る
、
早
急
な
支
援
策
を
検

討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

返
礼
品
を
扱
っ
て
下
さ
る

事
業
者
も
、
資
金
的
に
厳

し
い
部
分
が
あ
る
。
そ
う

い
う
と
こ
ろ
を
ま
ず
支
援

し
な
が
ら
、
事
業
者
の
自

信
に
繋
げ
て
き
た
い
。

　

町
民
の
中
か
ら
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
と
い
う
方
が

お
ら
れ
た
ら
、
町
と
し
て

し
っ
か
り
支
援
し
て
い
く

体
制
は
、
今
後
も
作
っ
て

い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
目
標
達
成
の
取
り
組
み
は

答　

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
増
や
広
告
で

町
長

再

町
長

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

かもめ島えびす浜海水浴場
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材
を
活
用
し
た“

誕
生
記

念
品
の
進
呈”

事
業
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。
今
後
も

公
共
施
設
の
一
部
な
ど
、

地
場
産
の
間
伐
材
の
活
用

に
向
け
取
り
組
み
た
い
。

森
林
の
経
営
管
理
を
、

森
林
組
合
と
ど
の
よ
う
に

進
め
て
行
こ
う
と
し
て
い

る
の
か
。
現
在
の
林
政
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
配
置
で
、

十
分
専
門
性
も
果
た
せ
る

か
。

ま
ず
は

対
象
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

送
付
し
、
回
答
を
分
析
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
後
５
年
間
の
中
で
回

答
が
来
る
の
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
別
カ
ル
テ
の
よ
う

な
も
の
を
作
っ
て
、
補
助

金
に
つ
い
て
も
説
明
し
た

い
。

産
業
振
興
課
長

９月定例会　一般質問 小野寺　真小野寺　真 議員 議員（日本共産党）（日本共産党）

と
つ
と
し
て
掲
げ
た
。

　

今
後
、
具
体
的
な
制
度

設
計
や
施
行
時
期
な
ど
、

関
係
各
課
で
議
論
を
積
み

上
げ
た
う
え
で
示
し
た
い
。

　

現
在
実
施
し
て
い
る
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
は
、
今
後

の
需
要
見
込
み
や
地
域
の

経
済
状
況
、
財
源
の
確
保

な
ど
総
合
的
に
見
極
め
な

が
ら
判
断
し
た
い
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
で
、

規
模
の
小
さ
い
と
こ
ろ
も

含
め
て
ど
の
程
度
仕
事
が

回
っ
て
い
る
か
。

平
成
27

年
か
ら
７
年
間
で
延
べ
５

３
５
件
、
45
社
で
事
業
実

績
が
あ
る
。
受
注
件
数
が

最
も
多
い
の
が
建
築
業
者

で
全
体
の
45
％
程
度
、
そ

の
次
に
塗
装
業
者
が
32
％

程
度
で
、
そ
の
多
く
が
小

規
模
事
業
者
で
あ
る
。

　

子
育
て
世
帯
に
対
す
る

住
宅
新
築
、
中
古
住
宅
購

入
、
増
改
築
へ
の
財
政
的

支
援
は
、
新
年
度
事
業
と

し
て
是
非
と
も
実
現
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

併

せ

て
、

住

宅

リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
も
継
続
を
。

子
育
て
世
帯
の
負

担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、

移
住
、
定
住
対
策
促
進
の

視
点
か
ら
も
、
施
策
の
ひ

子
育
て
支
援
の
新
年
度
実
現
を

答　

関
係
各
課
で
議
論
積
み
上
げ
て

森
林
経
営
管
理
法
に
あ
る
、

民
有
林
の
調
査
に
つ
い
て

進
捗
状
況
を
伺
い
た
い
。

　

森
林
所
有
者
が
自
分
で

経
営
で
き
な
い
場
合
、
町

が
経
営
管
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
仕
組
み
に
な
っ

て
お
り
、
森
林
経
営
に
詳

し
い
専
門
職
、
体
制
整
備

の
必
要
が
迫
ら
れ
る
と
思

う
が
如
何
か
。

　

町
有
林
で
、
桐
の
木
を

使
っ
て
活
用
事
業
が
提
案

さ
れ
て
い
る
。
同
じ
よ
う

に
伐
期
齢
に
達
し
て
い
る

樹
木
が
あ
る
と
思
う
が
、

活
用
方
法
に
つ
い
て
お
聞

き
し
た
い
。

森
林
所
有
者
へ
の

意
向
調
査
の
対
象
者
数
は

２
６
２
件
で
、
調
査
期
間

を
５
か
年
と
し
て
い
る
。

　

昨
年
、
森
林
経
営
管
理

計
画
未
策
定
者
の
抽
出
を

行
い
、
本
年
度
か
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
始
め
る
。

　

町
で
は
令
和
３
年
度
か

ら
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
業
務
を
檜
山
南
部
森

林
組
合
に
委
託
し
、
町
有

林
管
理
業
務
の
助
言
等
を

受
け
て
い
る
。

　

本
年
度
か
ら
地
場
の
桐

　

今
回
の
大
雨
で
、
ど
の

よ
う
な
手
段
で
避
難
指
示

を
周
知
し
た
の
か
。

　

局
所
的
に
心
配
な
と
こ

ろ
も
見
ら
れ
た
が
、
過
去

最
高
の
雨
量
な
ど
も
想
定

し
た
道
路
側
溝
等
の
対
策

が
必
要
で
な
い
か
。

避
難
指
示
は
、
北

海
道
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

を
通
じ
、
町
内
の
全
携
帯

電
話
に
緊
急
速
報
メ
ー
ル

を
発
信
、
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
も
発
信
し
た
。

　

高
齢
者
等
避
難
の
発
令

は
、
各
町
内
会
長
、
民
生

委
員
へ
の
連
絡
と
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
協
力
要
請

し
、
早
め
の
避
難
を
呼
び

掛
け
た
。

　

避
難
指
示
を
出
し
た
４

区
域
に
は
、
職
員
が
全
戸

に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
。

　

道
路
排
水
は
、
こ
れ
ま

で
も
断
面
の
大
き
な
排
水

溝
へ
取
り
替
え
や
横
断
側

溝
の
設
置
、
排
水
ル
ー
ト

の
分
散
な
ど
改
善
を
図
っ

て
き
た
。

　

今
後
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
防
災
担
当
と
連
携
強
化

し
な
が
ら
、
住
民
へ
の
情

報
提
供
や
道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
現
状
把
握
に
努
め
、

改
良
が
必
要
な
箇
所
は
、

で
き
る
限
り
対
応
し
た
い
。

避
難
行
動
要
支
援
者

の
個
別
避
難
計
画
策
定
を

先
に
進
め
る
べ
き
で
は
。

　

今
後
も
、
町
と
地
域
一

体
と
な
っ
た
避
難
訓
練
の

積
み
重
ね
が
必
要
だ
と
思

う
が
如
何
か
。関

係
課
と
連

携
し
て
、
今
後
、
具
体
的

に
策
定
し
て
い
き
た
い
。

避
難
訓
練
に
つ
い
て
も
、

各
町
内
会
に
や
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
働
き
か
け
を

し
な
が
ら
取
り
組
み
を
進

め
た
い
。

森
林
経
営
管
理
法
の
動
き
は

避
難
指
示
の
伝
達
手
段
は

答　

今
後
５
年
間
で
意
向
調
査

答　

緊
急
速
報
メ
ー
ル
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

町
長

再

再

町
長

町
長

総
務
課
長

再 建
設
水
道
課
長

誕生記念品に使われている桐の木工品

江差町議会だより 10

定

例

会

議

案

審

議

行

政

報

告

一

般

質

問

委

員

会

臨

時

会



小林くにこ小林くにこ 議員 議員（日本共産党）（日本共産党）９月定例会　一般質問

現
在
の
道
の
駅
の
位
置
付
け
は

（
仮
称
）
教
育
支
援
金
の
実
施
時
期
は

答　

今
後
、
あ
り
方
を
検
討

答　

３
期
４
年
間
の
中
で

駅
」
と
し
て
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
の
寄

付
を
集
め
な
が
ら
、
平
成

31
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、
日
本
海
を
間
近
に

感
じ
る
道
の
駅
の
魅
力
向

上
に
大
き
く
貢
献
し
て
き

た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま

え
、
令
和
４
年
３
月
に
策

定
し
た
、
北
の
江
の
島
拠

点
施
設
整
備
基
本
構
想
で

も
、
現
、
道
の
駅
活
用

の
方
針
と
し
て
、「
今
後
、

新
た
な
道
の
駅
施
設
が
整

備
さ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て

も
、
現
、
道
の
駅
は
、
ド

ラ
イ
バ
ー
を
は
じ
め
観
光

客
な
ど
が
江
差
市
街
地
に

入
る
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
と
し

て
の
役
割
を
担
っ
て
い
く

場
所
と
し
て
存
続
で
き
る

よ
う
国
と
協
議
し
て
い

く
。」
と
記
載
し
て
い
る
。

　

今
後
、
新
た
な
道
の
駅

施
設
の
整
備
に
向
け
、
具

体
的
な
機
能
設
計
を
協
議

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の

で
、
そ
う
し
た
協
議
の
中

で
、
現
在
の
道
の
駅
の
施

設
運
営
の
あ
り
方
を
検
討

し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

道
の
駅
江
差
に
関
し

て
は
、
道
の
駅
と
し
て
の

歴
史
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
で
改
装
し
た
経
緯
な
ど

も
あ
る
。

　

最
近
で
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

決
済
な
ど
を
活
用
し
た
無

人
の
道
の
駅
な
ど
も
あ
る

よ
う
だ
。
町
と
し
て
最
初

の
道
の
駅
を
今
後
も
生
か

す
ア
イ
デ
ィ
ア
を
模
索
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う

が
如
何
か
。

現
在
、

千
葉
県
の
市
川
市
な
ど

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
関

係
人
口
の
増
加
や
、
第
２

の
故
郷
江
差
と
思
っ
て
足

を
向
け
て
い
た
だ
け
る
、

将
来
に
生
き
る
施
策
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

が
、
お
考
え
を
伺
い
た
い
。

教
育
支
援
金
に
つ

い
て
は
、
町
内
で
生
ま
れ

育
っ
た
児
童
が
小
学
校
入

学
時
に
、
第
１
子
で
は
20

万
円
、
第
２
子
に
30
万
円
、

第
３
子
以
降
に
は
60
万
円

を
支
給
す
る
こ
と
で
私
の

公
約
並
び
に
所
信
表
明
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

が
、
こ
れ
は
、
３
期
目
４

年
間
の
中
で
の
表
明
で
あ

る
。

　

具
体
的
な
制
度
設
計
や

実
施
時
期
、
財
政
的
な
も

の
も
含
め
、
こ
れ
か
ら
担

当
所
管
課
と
協
議
検
討
す

る
。

　

議
員
の
ご
提
言
も
参
考

と
し
つ
つ
制
度
設
計
し
て

ま
い
り
た
い
。

　

町
長
の
所
信
表
明
で
、

江
差
海
の
駅
に
町
内
２
つ

目
の
道
の
駅
を
併
設
す
る

と
述
べ
て
お
り
、
実
現
が

近
づ
い
て
き
た
。

　

現
在
の「
道
の
駅
江
差
」

を
ど
の
よ
う
に
位
置
図
け

る
の
か
。
具
体
的
な
構
想

を
伺
い
た
い
。

「
道
の
駅
江
差
」は

平
成
５
年
４
月
に
、
道
内

で
の
道
の
駅
が
整
備
さ
れ

た
初
年
度
に
登
録
さ
れ
た

も
の
で
、
整
備
当
時
の
道

の
駅
機
能
は
「
観
光
案
内
、

24
時
間
ト
イ
レ
、
一
定
の

駐
車
ス
ペ
ー
ス
」
で
あ
り
、

江
差
中
心
市
街
地
へ
の
玄

関
口
と
も
い
え
る
当
該
地

域
に
整
備
さ
れ
た
。

　

道
の
駅
整
備
と
あ
い

ま
っ
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や

観
光
客
の
立
ち
寄
り
場
所

が
必
要
と
の
考
え
か
ら
、

当
該
地
域
住
民
の
協
力
も

い
た
だ
き
な
が
ら
、
江
戸

時
代
に
実
在
し
た
と
言
い

伝
え
ら
れ
て
い
る
「
繁
次

郎
」
像
を
道
の
駅
敷
地
内

に
建
立
し
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
後
、
施
設
が
小
さ
い

こ
と
を
逆
手
に
取
り
、「
自

称
日
本
一
小
さ
な
道
の

　

町
長
の
所
信
表
明
で
、

（
仮
称
）
教
育
支
援
金
に

つ
い
て
触
れ
て
い
た
。

　

「
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
」
と
の
こ
と
で
、
か
な

り
内
容
は
煮
詰
ま
っ
て
い

る
の
か
。
現
時
点
で
の
お

考
え
、
新
年
度
実
施
な
の

か
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
お

聞
き
し
た
い
。

　

ま
た
、
江
差
で
生
ま
れ

育
っ
た
、
と
な
ぜ
限
定
す

る
の
か
。
引
越
し
し
て
き

て
も
、
そ
れ
か
ら
永
住
す

る
か
も
知
れ
な
い
。

　

町
長
就
任
当
時
か
ら
掲

げ
て
お
ら
れ
た
関
係
人
口

の
拡
充
、
Ｕ
タ
ー
ン
の
拡

充
な
ど
、
２
、
３
年
で
転

居
す
る
か
も
し
れ
な
い
道

職
員
な
ど
想
定
し
て
江
差

町
で
生
ま
れ
育
っ
た
と
限

定
し
て
い
る
の
か
も
知
れ

な
い
が
、
江
差
の
子
育
て

支
援
、
子
ど
も
と
江
差
で

楽
し
く
暮
ら
せ
た
、
大
変

素
晴
ら
し
か
っ
た
と
実
感

再

町
長

町
長

追
分
観
光
課
長

で
、
入
店
か
ら
決
済
ま
で

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る

ア
プ
リ
で
行
う
こ
と
が
で

き
る
、
無
人
の
道
の
駅
が

オ
ー
プ
ン
し
て
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。

　

今
後
、
新
た
な
道
の
駅

の
施
設
整
備
を
進
め
て
行

く
こ
と
に
合
せ
て
、
現
在

の
道
の
駅
の
機
能
に
つ
い

て
も
内
部
で
協
議
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
。

道の駅江差リニューアルの前 ( 右 ) と後 ( 左 )
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研修に参加しました

出欠状況をお知らせします！出欠状況をお知らせします！

意 見 書 を 提 出

　９月定例会では２件の意見書を提出、いずれも可決し、関係行政機関へ送付しました。

《可決》

◆ 道教委「これからの高校づくりに関する指針」を抜本的に見直しすべての子どもにゆたかな学びを

保証する高校教育を求める意見書

◆国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書

　１０月１８日、北斗市総合文化センター かなで～る 

を会場に、渡島檜山管内の議員研修会が行われ、当町か

ら４人の議員が出席しました。

　研修会では、北海道建設業協会　副会長の栗田　悟氏

が「第２青函トンネル構想について」、札幌市防災協会 

防災・危機管理専門官の細川正彦氏が「防災・危機管理

について」の演題で、それぞれ講演されました。

会　 議　 名 会議日

総務産業常任委員会 社会文教常任委員会 議長

小
梅
　
洋
子
（
委
）

小
林
く
に
こ
（
副
）

飯
田
　
隆
一

室
井
　
正
行

塚
本
　
　
眞

大
門
　
和
幸

小
野
寺
　
真
（
委
）

出
﨑
　
太
郎
（
副
）

薄
木
　
晴
午

西
海
谷
　
望

萩
原
　
　
徹

打
越
東
亜
夫

第 3 回 定 例 会 9 月  6 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 5 回 臨 時 会 7月27日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全 員 協 議 会

7月27日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8月24日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 月  6 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

総 務 産 業
常 任 委 員 会

7月14日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 月  6 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

社 会 文 教
常 任 委 員 会

7 月  4 日 ○ ○ ○ ○ ○

7月22日 ○ ○ ○ ○ ○

議 会 広 報
特 別 委 員 会

7 月  8 日 ○ ○ ○ ○ ○

7月15日 ○ ○ ○ ○ ○

7月22日 ○ ○ ○ ○ ○

決 算 審 査
特 別 委 員 会

9 月  6 日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会

7月27日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

8月24日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

8月29日 ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 4 年 7 月 1 日から 9 月 30 日の出欠状況です。斜線部分は出席する必要のない会議です。

○：出席　▲：欠席（公務）　●：欠席（傷病・出産・育児・看護・介護・私用）
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７
月
27
日
に
第
５
回
臨
時
会
が
行
な
わ
れ
、
一
般
会
計
の
補
正
に
つ
い

て
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
承
認
ま
た
は
可
決
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

臨
　
　
　
時
　
　
　
会

　

【
第
５
回
臨
時
会
】　
　
　
　
　
　

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

◎
専
決
処
分

◇
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨

時
特
別
給
付
金２

，
６
２
２
万
８
千
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
が
長
期
化
す
る
中
、
速
や
か
に
生
活
・

暮
ら
し
の
支
援
を
行
う
観
点
か
ら
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
し
て
１
世
帯

あ
た
り
10
万
円
を
支
給
。
※
令
和
３
年

度
受
給
世
帯
を
除
く
。

◇
低
所
得
子
育
て
世
帯
給
付
金
支
給
事

業
（
ひ
と
り
親
以
外
）
及
び
北
海
道

低
所
得
子
育
て
世
帯
給
付
金
支
給
事

業
（
ひ
と
り
親
以
外
）

２
１
９
万
５
千
円

　

食
費
等
の
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
、
そ
の

実
情
を
踏
ま
え
た
生
活
の
支
援
を
行
う

観
点
か
ら
、
給
付
金
を
支
給
。
※
ひ
と

り
親
世
帯
の
給
付
受
給
者
を
除
く
。

◇
６
月
大
雨
・
洪
水
災
害
対
応

１
４
４
万
３
千
円

◎ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業

◇
園
児
副
食
費
無
償
化
事
業１

２
６
万
円

　

私
立
認
定
こ
ど
も
園
や
認
可
外
保
育

施
設
等
を
利
用
す
る
満
３
歳
以
上
児
に

つ
い
て
、
保
護
者
の
委
任
を
受
け
、
利

用
施
設
へ
副
食
費
無
償
化
相
当
分
を
支

給
。（
期
間
：
本
年
８
月
か
ら
令
和
５

年
３
月
ま
で
）

◇
地
域
の
祭
り
文
化
活
動
支
援
事
業

６
６
万
円

　

各
町
内
で
保
存
伝
承
さ
れ
て
い
る
祭

り
ば
や
し
や
山
車
の
運
行
、
人
形
展
示

な
ど
、
何
ら
か
の
取
り
組
み
を
行
う

場
合
に
限
っ
て
、
江
差
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
を
通
じ
、
各
山
車
へ
感
染

予
防
対
策
費
用
３
万
円
を
助
成
。

◇
江
差
ふ
る
さ
と
盆
踊
り
伝
承
事
業

１
４
６
万
５
千
円

　

例
年
、
江
差
追
分
会
館
駐
車
場
で
開

催
し
て
い
た
ふ
る
さ
と
盆
踊
り
に
つ
い

て
、
よ
り
広
い
開
陽
丸
の
駐
車
場
で
開

催
す
る
た
め
の
音
響
費
や
電
気
工
事
費
、

装
飾
費
用
等
を
、
実
施
主
体
の
江
差
町

民
芸
団
体
連
絡
協
議
会
へ
補
助
。

◇
江
差
追
分
保
存
伝
承
事
業

４
３
０
万
３
千
円

　

江
差
追
分
全
国
大
会
や
江
差
追
分
セ

ミ
ナ
ー
、
江
差
追
分
師
匠
会
研
修
会
を

開
催
す
る
た
め
の
、
消
毒
対
策
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
中
継
費
、
会
場
の

借
上
げ
な
ど
の
費
用
を
江
差
追
分
会
に

補
助
。

◇
給
食
費
無
償
化
事
業

（
小
学
校
）
５
４
５
万
６
千
円

（
中
学
校
）
３
６
６
万
８
千
円

◎
一
般
事
業
補
正

◇
町
有
地
購
入
促
進
奨
励
金１

５
０
万
円

◇
江
差
町
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
負
担
金
事
業２

，
１
０
７
万
３
千
円

◇
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
実
証
運
行
事
業

５
０
４
万
４
千
円

　

昨
年
度
よ
り
江
差
町
地
域
公
共
交
通

計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
江
差
町
地

域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
に
対
す
る

負
担
金
と
し
て
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス

の
導
入
に
よ
る
地
域
公
共
交
通
及
び
地

域
経
済
の
維
持
活
性
化
を
図
る
江
差

マ
ー
ス
の
実
装
化
に
向
け
た
実
証
運
行

に
要
す
る
事
業
費
な
ど
。

◇
園
児
給
食
費
補
助

１
１
３
万
４
千
円

◇
常
設
保
育
所
運
営

（
財
源
更
正
）

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
体
制
確
保
事
業
（
４
回
目
接
種
）

３
７
万
４
千
円

　

７
月
30
日
か
ら
始
ま
る
集
団
接
種
会

場
に
お
い
て
、
熱
中
症
対
策
と
し
て
、

接
種
対
象
者
や
接
種
従
事
者
へ
飲
料
水

等
を
配
布
。

◇
豊
か
な
前
浜
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
，
９
３
７
万
４
千
円

　

ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン
の
海
面
養
殖
を

推
進
す
る
た
め
、
生
け
簀
１
基
の
製
作
、

自
動
給
餌
機
や
水
中
カ
メ
ラ
な
ど
の
設

置
、
種
苗
費
や
事
業
な
ど
に
要
す
る
費

用
を
補
助
。

◇
文
化
会
館
非
常
用
発
電
機
充
電
装
置

改
修

１
２
３
万
７
千
円

　

文
化
会
館
の
充
電
装
置
に
不
具
合
が

生
じ
、
発
電
機
が
停
止
す
る
状
況
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
充
電
装
置
の
交
換
を
行

う
経
費
。

第 58 回江差追分全国大会優勝者　林 久美子さん ( 札幌市）
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この用紙は、原材料の一部に
道産間伐材を使用しています
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江
差

町
議

会
だ

よ
り

江差町議会だより

議会からのお願い　議会だより取材のため、議員が写真撮影に伺うことがあります。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

議会の動き議会の動き
◆社会文教常任委員会

◆北海道町村議会議員研修会（６名出席）

◆議会広報特別委員会

◆檜山広域行政組合議会臨時会

 （小野寺議員・出﨑議員）

◆総務産業常任委員会

◆議会広報特別委員会

◆議会広報特別委員会

◆議会運営委員会

◆全員協議会

・新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時

交付金について

・地域公共交通実証実験について

・豊かな前浜づくりプロジェクトについて

・旧江差町営レストラン施設の利活用について

◆第５回臨時会

◆江差町・上ノ国町学校給食組合議会定例会

 （西海谷議員、大門議員）

◆道南地区林活議連現地研修会

　（松前町：塚本議員出席）

◆江差町・上ノ国町学校給食センター落成式

◆議会運営委員会

◆全員協議会

・新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時

交付金について

・旧江光ビル跡地活用拠点施設基本計画及び基

本設計策定委託業務の委託期間延長について

・江差町公共施設長寿命化計画の策定について

・「江差姥神町横山家」について

◆檜山管内定例議長会（議長）

◆議会運営委員会

◆全員協議会

・旧江差町営レストラン施設利活用事業公募型

プロポーザルの結果について

◆第３回定例会

◆決算審査特別委員会

◆総務産業常任委員会

◆議員会清掃活動（９名出席）

◆佐之市法要（議長）

◆社会文教常任委員会

◆江差町・上ノ国町学校給食組合議会臨時会

 （西海谷議員・大門議員）

◆南部桧山衛生処理組合議会臨時会

 （塚本議員・小林議員）

７月４日

７月６日

７月８日

７月12日

７月14日

７月15日

７月22日

７月27日

７月29日

８月10日

８月16日

８月24日

８月25日

８月29日

９月６日

９月14日

９月15日

９月22日

「議会だより」200号発行に向けて「議会だより」200号発行に向けて

　
　保育園児がサツマイモ掘り体験しました。

　小さな手で土を

掘り起こしていく

と大きなサツマイ

モが次々と顔を出

しました。

　園児たちは大き

くなったイモに驚

きながら一つずつ

ていねいに掘り出

し、収穫の喜びを

感じているようで

した。　

今 号 の 表 紙

（大門　和幸　議会広報特別委員会委員）

　
　江差追分全国大会を前に、９月14日、江差町議

会議員会（塚本 眞 会長）が、かもめ島えびす浜

の清掃活動を行いました。

　当日は教育委員会の応援もいただきました。

　江差を訪れる観光客や追分関係者の皆さんに気

持ちよく過ごしていただきたいとの思いから、３

年ぶりに実施しました。

清掃活動を行いました清掃活動を行いました
～江差町議会議員会～～江差町議会議員会～

　｢議会だより｣の発行も次号で200回となります。
　これを記念し、読者の皆様より、これまでの｢議
会だより｣に対するご意見やご感想をお願いし、記
事として掲載させていただくことにいたしました。
　11月30日(水)を期限としておりますので、多く
のご意見・ご感想をお待ちしております。
　提出先は以下のとおりです。

FAX ：0139-52-5333
mail：gikai-zimu@town.hiyama-esashi.lg.jp


